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No.1717

■程8月4日㈭・5日㈮
■時①午後の部／午後1時30分～4時（1時開場）
②夜間の部／午後6時～9時（5時30分開場）※4日
㈭のみ
■所文化会館たづくり８階映像シアター
■内①長崎被爆家族の講話、ピースメッセンジャー
による朗読発表など
②平和映画の上映、講話など　
■定各当日先着104人※事前予約可
■費①無料②500円
■申■問夜間の部：タキオンジャパン・稲塚
☎090－3433－6644
午後の部：文化生涯学習課☎481－7139

　中学生被爆地平和派遣事業に参加するピース
メッセンジャーが黙とうの呼びかけを行います。
戦争で亡くなった方のご冥福と、世界の恒久平和
の実現を祈念するためにご協力をお願いします。
■日①８月 ６日㈯午前8時15分　
　②８月 ９日㈫午前11時2分　
　③８月15日㈪正午　
■他緊急災害発生時などに中止する場合あり
■問文化生涯学習課☎481－7139

　調布市の国際交流事業と平和事業を推進するた
めにご協力ください。

令和３年度の基金の活用例／
ピースメッセンジャーの活動、平和祈念情報誌
「ピース・レターちょうふ」作成など
■申ふるさと納税ポータルサイト「ふるさとチョイ
ス」■HPから申し込み、または申込書（市■HPから印刷
可）を直接、または郵送・FAXで〒182－8511市役
所４階管財課☎481－7173・　481－6454
■問基金の内容について：文化生涯学習課☎481－
7139

①市長から任命を受け、市民の代表として、戦争の悲惨さや平和の尊さについて学ぶ。
②長崎への派遣や、戦争や平和に関する朗読会などへの参加を通じ、学びを深める。
③ピースメッセンジャーとして学んだことや、各種平和祈念事業への参加を通して
　感じたこと、平和への想いを広く市民へ発信する。
ピースメッセンジャーとして学んだことや、各種平和祈念事業への参加を通して

①市長から任命を受け、市民の代表として、戦争の悲惨さや平和の尊さについて学ぶ。

世界平和を願う黙とうにご協力を

▶▶9面の続き

イベント

調布市平和映画・講話・朗読会
防災行政無線

調布市国際交流平和基金にご寄附を
寄附について

ピースメッセン
ジャー

の役割

　　去年も活動に参加して今年で２
年目です。去年は長崎に行くことは
できませんでした。今年は長崎へ
行き戦争の遺跡などを実際に見
て、より深く平和の尊さなどを
学びたいです。

　　参加するのは初めてで
すが、皆さんと一緒にこの機
会を大切にし、頑張りたいで
す。

　　被爆の知識が浅いので
皆さんと一緒に学び、平和へ
の想いを地域の皆さんに広げ
たいです。

　　この機会を通じて学んだこと
を多くの方に広げていけるよう活動
したいです。

　　被爆地への派遣を通して自分も学習して
市内の人などに広げていけたらなと思います。

　　ピースメッセンジャーの活動を通して、平和
への大切さを調布市内だけでなく世界中に広げ
たいです。

　　ピースメッセンジャーの機会を通して、戦争
についてより深く理解できるように頑張ります。

　　今までの自分の視点を生かして平
和への想いを伝えたいです。

　　この活動を通して学んだこと
を未来に活かしたいです。

　　少しでも世界の平和のため
に何かできたらと思います。

　　ピースメッセンジャーを
通して自分の戦争への理解を
深め市内の人たちにいろんな
ことを伝えていきたいです。

　　去年に引き続き参加しまし
た。私たちがどのような行動をと
れば世界の人たちが平和に暮らせ
る道を歩んでいけるかを、この活動
を通して考えていきたいです。

　FC東京と調布市が市内の小学生を
被爆地広島へ派遣します。ピースメッ
センジャーたちとも交流し、連携して
平和への想いを拡げていきます。

ピースメッセンジャー
ジュニアについて

平和への想いを発信する「ピースメッセンジャー」を応援しませんか　　

ピ
ース

メッ
セン
ジャー

に意気込みを話していただきました
今年
度の


